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（仮称）町田駅周辺交通基盤・公共空間等整備方針（骨子案）

章

事業推進と空間形成

02

2 整備に向けた重要な視点

① 官民一体による空間形成

周辺地域への社会的影響が大きく、多様な主体が関わる町田駅周辺の交通基盤・公共空
間の整備を進めていくうえでは、各主体がそれぞれの事業を進めるのではなく、関係者が
互いに連携し合い、効果的かつ着実に、事業を推進していくことが重要です。

その上で、まちの玄関口としてふさわしい駅前空間のあり方や回遊性・交通環境の向上
などについて、どのような空間が望ましいかという空間形成に関する視点を持って整備を
進めていくことが重要です。

◼ それぞれの視点について以下の通り整理し、第３章以降では、 3.1新バスセン
ター 3.2原町田大通り周辺 3.3歩行者ネットワーク の３つのテーマ、および、
3.4エリア全体の取り組みについて、これらの視点を踏まえて具体的な方針を示し
ていきます。

◼ さらには、3.5 段階的整備イメージとして、これらの整備や取り組みがどのよう
なステップを経て実現に近づけていくかを示します。

事業推進の重要な視点

➜ 公共と民間の空間を一体化して連続性のある街並み
をつくるとともに、人中心の魅力ある空間形成に向け
た官民連携のルールをつくっていきます。

② 段階的な整備による着実なまちづくり

➜ 時間が掛かるまちづくりのなかでも、段階的に生ま
れ変わっていきます。

● 渋谷駅周辺地区

● 神戸市中央区三宮周辺地区

事 例

駅や民間ビルを連
続的につなぐ歩行

者デッキ

民間ビル開発と併せて
デッキ＋上下移動の動線

＋広場空間を整備

開業済み
エリア

【整備進行中】
新バス

ターミナル

【整備進行中】
新駅ビル開発＋駅前広場+
ペデストリアンデッキ等

道路空間と沿道の
民間施設の一体活用

による上質な
街並みの創出

町田駅周辺では、民間事業者による開発機運が高まってお
り、それぞれの開発地区は駅やまちなかと道路やデッキ等で
接続しています。それらの交通基盤も開発に併せて更新する
必要があります。
官民がそれぞれにまちの整備を行うのではなく、互いに連

携し一体的に必要な機能・空間を共有し整備することで、相
乗効果を生み出していくことが重要です。
また町田駅周辺には、多くの関係者が存在するため、空間

を共有するにあたっての役割分担や交通処理のあり方など、
官民一体でまちづくりのルールを共有して進めることが重要
です。

開発地区の地権者の合意形成や多摩都市モノレール延伸
に伴う整備は時間を要するため、すべての開発が完了する
前でも、開発動向と併せてまちに必要な機能・空間を段階
的に整備し、拡張していくことが重要です。

渋谷駅周辺では、複数開発事業者
による大規模な民間ビル開発の進行
に合わせて、駅や民間ビルを連続的
につなぐ歩行者デッキ等を一体整備
しています。
民間事業者の公共貢献による豊か

な空間創出と、行政による基盤整備
が相互に連携する官民の協働によっ
て、駅を中心とした魅力的なにぎわ
いが形成されています。

神戸の玄関口である三宮周辺地区で
は、市が主導して、民間事業者による
開発と併せて、駅前広場や道路など公
共空間整備を進めています。
現在も、新バスターミナルの整備な

どの開発と併せて、複数の駅間をつな
ぐデッキや広場の整備など、段階的な
まちづくりが進行中です。
また、サンキタ通りでは、行政が広

場と街路を駅構内等と調和したデザイ
ンで一体整備し、民間事業者がオープ
ンテラスを設けるなど、官民連携によ
るにぎわい形成を実現しています。

多様な主体が関わっており、周辺地域への社会的影響が大
きく、多様な主体が関わる町田駅周辺の交通基盤・公共の整
備を進めていくうえで

指摘指示は上記
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2 整備に向けた重要な視点

① 駅周辺の回遊性向上

空間形成の重要な視点

➜ 乗換だけでなく、まちなかに歩いて行きたくなる歩行環境をつ
くっていきます。

② 視認性の向上と駅前の顔づくり

➜ まちなかが見渡せて、駅前で休んだりイベントを楽しんだりで
きるようにオープンスペースをつくっていきます。

町田駅周辺開発推進計画より抜粋

方針
2-1

誰にでもわかりやすく、快適で便利な
「交通ターミナル」を整備する

バス乗降場の集約化

③ 交通利便性・円滑性の強化

➜ 歩行者が安心して移動・乗換ができるよう歩車分離を進めると
ともに、安全で快適な交通環境を整えていきます。

各視点に関連する内容として、町田駅周辺開発推進計画では以下のように示しています。

駅前からまちへのシームレス

な歩行者動線を整備し、「まち

全体の回遊性」を高める

方針
1-1

視認性の高い「駅前空間」を創出する
方針
1-2

多くの人が憩える

「滞留空間」を整備する

方針
1-3

駅前にふさわしい

「賑わいの顔づくり」を誘導する

方針
2-2

町田駅周辺の歩行者の回遊は、「原町田中央通り」「パークアベニュー」
などの東西の道を中心に、古くから街道として多くの人々の往来があり、現
在でも賑わいの軸を形成しています。
一方で、駅やバスセンター間の乗換については、町田駅前通りの歩車分離

を目的に整備されたペデストリアンデッキが移動の軸を形成しており、そこ
から乗換客をまちなかの賑わいの軸に誘導していくことが重要です。

町田駅前は大規模な建物が隙間なく立ち並んでいるため、視認性が
低く圧迫感があります。また、周辺には、滞留やイベント等の活動、
災害時の利用のために十分な広さのあるオープンスペースが不足して
います。
多摩都市モノレール延伸によって交通環境が大きく変わる原町田大

通りや、開発地区の周辺では、道路等の交通基盤と開発地区で一体的
に、駅前にふさわしいゆとりある空間づくりや、まちなかへの視認性
向上を図ることが重要です。

町田駅周辺では、交通結節機能であるバスセンター付近を中心に、
バス・タクシーや多くの一般車で車道が混雑するとともに、バスや駅
利用者の歩行・滞留で歩道も混雑しています。今後、開発に伴って車
両交通や歩行者の増加が想定され、さらなる渋滞や駐車場、荷捌き等
について課題が生じる可能性があります。
開発と連携し、交通結節機能を強化させるとともに、駅周辺におけ

る適正な交通環境の整備が重要です。
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